
 

 

大阪市 非公開文化財の特別公開事業 

２02６年５月６日（水・祝）～７日（木）午後１時～４時 
於：東住吉区東田辺 光源寺 本堂 資料代 100円 

（近鉄電車 南大阪線 針中野駅から北西に徒歩10分） 

光源寺 阿弥陀如来立像 

      主催：大阪市教育委員会・大阪密教美術保存会・真宗関係史料保存会 



 

 

大圓寺 

大阪市 非公開文化財の特別公開 

光源寺（こうげんじ）は、東住吉区東田辺に寺地を構える、大谷派の真宗寺院

です。創建は、寛正5年（1464）とも、大永5年（1525）とも伝え、江戸時代には

大坂市中の北堀江に寺地がありました。現在地に移転したのは、昭和13年

（1938）のことといいます。本尊の木造阿弥陀如来立像は、足ホゾに寛正3年

（1462）の墨書があり、15世紀中頃、室町時代に制作がさかのぼる、優れた中

世彫刻で、年代の基準作です。通常は非公開ですが、特別に、一般公開していた

だけることになりました。このような公開は、はじめての機会となります。                                           

                       大阪密教美術保存会 会長 玉島 興雅 

                        

日時：202６年５月６日(水・祝)～  

              ５月７日(木) 

   午後１時～４時（入場３時半まで） 

※７日（木）のみ、午後６時～８時 

（入場７時半まで）も公開します。 

 

場所：東住吉区東田辺２－２１－３ 

    光源寺 本堂 

近鉄南大阪線 針中野駅から 

北西へ徒歩１０分 

 

資料代：100円（学生無料） 

※申し込みは不要です。 

  

大阪市文化財保護課学芸員の解説あり。会場には段差があ

ります。 

問い合わせ先：大阪市教育委員会文化財保護課 

電話：０６－６２０８－９１６８ 

主催：大阪市教育委員会・大阪密教美術保存会・真宗関係史料保存会 共催・朝日新聞社 

光源寺 阿弥陀如来立像 


